
令和５年度東京都在住外国人支援事業助成 実施事業

特定非営利活動法人 IWC国際市民の会

事業を振り返って 理事長 坂本英樹さん

効果

取組内容

日常生活や仕事場などで日本語が必要なため、日本語教室で勉強したいと
いう学習希望者とは勉強を始める前に面接を行ないます。会話、読み書きの
レベルを見て受講するクラスを決めますが、受講後に合わない場合はより適
したクラスに変更することによって受講者の意欲を高めました。

事業名
成人日本語教室

事業期間
令和5年5月1日～
令和6年2月29日

参加人数
受講者 1クラス2－5名

講師数 計28名

コミュニケーショ
ン支援事業

「地域で使える日本語」を目指
し、日本語教室を開催した。日本
で生活していくための「使える日
本語」を習得するべく、会話中心
の勉強を行い、外国から来た方々
が地域で快適に安心して暮らせる
よう支援した。

日常生活で会話ができるようにな
ることを目標に、土台となる文法
を勉強します。

 実施日程：
月曜日、水曜日、金曜日（計10クラス）
土曜日の午前・午後（計5クラス）

 実施時間：1回1時間30分
 実施方法：対面・オンライン併用、レベ

ル別クラス

• コロナ禍が収まり、外国人入国者数の増加に伴い教室受講希望者
も増えたが、対面授業とオンライン授業との併用でクラス数を確
保することで、殆どの希望者を受け入れることができた

• 学習者に寄り添った授業を心掛け、学習者からも「先生が親切で
丁寧、楽しい教室、プログラムが終わっても続けて勉強したい」
という評価を得ている

https://npo-iwc.com/

